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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、自然環境や社会環境と、人間の心理や行動の関係性を調べることで
ある。文献レビューやフィールド調査、質問紙調査により、個人レベルの福利と環境の関係性や、社会レベルの
将来シナリオと自然観の関係性が確認された。さらなる分析の結果、個人・社会、それぞれのレベルにおいて、
人間の自然に関する価値観が、自然・社会環境を形づけている状況も示された。同時に、人間と自然の関係のみ
ならず、格差や孤立といった、人間同士の関係も、自然共生社会の構築に深く関係している実態が実証された。
なお、この研究において多様な価値観を検討するため、独自の手法でグレー文献もレビューし、学術文献との本
質的な差異を実証した。

研究成果の概要（英文）：This research examined linkages between peoples’ minds, behaviors, and the 
socio-ecological environment. Literature review, field surveys and questionnaire data revealed 
linkages between individuals’ wellbeing and their socio-ecological environment, as well as between 
societal future scenarios and their associated values. Analyses at both individual and societal 
scales indicated that how people perceive and value nature impacts the socio-ecological environment.
 Furthermore, in addition to the human-nature relationship, human-human relationships and situations
 such as inequality and social isolation were shown to be impactful for the achievement of a society
 in harmony with nature. 
In order to assess diverse values and knowledge bases, this research reviewed grey literature using 
an original methodological approach. Comparative analysis of grey and peer-reviewed literature 
revealed contrasts ranging from denotation of key terms to the scale and focus of the scenarios.

研究分野：サステナビリティ学

キーワード： 自然観　持続可能な開発　社会生態系システム　適応　values　sustainable development　sustainabi
lity　transdisciplinarity
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、自然共生社会の構築、すなわち持続可能な開発に必要とされる知見を整理し、蓄積することを試み
た。研究で得られた知見は、国内外の行政や自治体へ提供され、また、国連が設立した、生物多様性及び生態系
サービスに関する政府間科学―政策プラットフォーム（IPBES）のValues AssessmentおよびTransformative 
Change Assessmentにおいても、主執筆者を担当した。なお、グレー文献への関心が高まっているにも関わら
ず、関連文献や方法論が未だ乏しいなか、その組織的レビューを可能にする方法論を開発し、今後の知識の整理
や収集の道を拓いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

国際目標として掲げられてきた「自然共生社会」への具体的な道筋は未だ示されない。これまで、

一方では生態系サービスの理論を核とし、人間の福利がいかに自然に依存しているかが議論さ

れ、他方では自然環境を改変する人間の行動傾向や心理的プロセスの解析が行われてきた。 

本研究で用いた「社会生態学アプローチ」は、人間が物的・心理的福利を確保するために自然環

境や社会環境に影響を与えたことが、逆に、人間の心理や行動にどのような影響を与えたか、ま

た、影響を受けた心理や行動がどのように両環境に対してフィードバックを与えるか、という相

互依存関係のメカニズムに注目している。人間は自らの心理的・物的福利を確保すべく、自然環

境に応じた生業形態により便益を得、また、集合的社会を形成していく。一方で、個人や社会か

ら自然へも影響が生じる。しかしこれまでの関連研究では両方向の影響を包括的に捉える試み

は乏しかった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、自然共生社会の構築戦略に寄与すべく、自然・社会環境と人間の心理や行動の相互作

用とそのメカニズムを明らかにすることを目的とした。またこの際、分野ごとの理論的背景に基

づき蓄積されてきた知見を整理し、この相互依存関係の実態を時空間的、包括的に追及すること

も目標とした。自然・社会環境への適応過程やそれを引き起こす要素等のメカニズムを理解する

ことは、学術的に新たな理論や手法を確立するだけでなく、自然と人間社会のバランスが取れた、

「自然共生社会」に必要とされる自然環境・社会環境・人間のあり方の提示、あるいはそのため

の戦略立案等により、その構築に資することを可能とする。 

 

３．研究の方法 

※当初は長期の海外調査等を予定していたが、新型コロナ関連の社会情勢および産休・育児時短

勤務などを踏まえ、計画を変更した。 

 

（１）自然及び社会環境と人間心理・行動との関係性  

国内でのフィールド調査に加え、分野横断的な文献レビューにより自然と人間の心理に関する

先行研究の主な結果を統合し、構造方程式モデル（SEM・図１）を構築した。また、この仮説を

統計的に検証するため、異なった学術分野で用いられてきた方法論を結集し、新潟県佐渡島の住

民を対象、質問紙調査を実施した。 

 

（２）自然に関する人々の価値観 

生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学 - 政策プラットフォーム

（Intergovernmental Panel for Biodiversity and Ecosystem Services; IPBES）の「自然とそ

の恵みに関する多様な価値観の概念化に関する方法論的評価（Values Assessment）」（2018-2022）

に関連し、自然に関する価値観が、どのような自然や人間の将来像と関係しているかを調査した。

この際、より多様な価値観をレビューするため、学術論文はもとより、グレー文献もレビュー対

象に加えるために、Google の Programmable Search Engine を用いた独自のレビュー法を開発し

た。また、特定した将来シナリオは、アーキタイプに分類したうえで、それらにおける価値観と

の関係性を、テキスト分析およびクラスター分析をとおして明らかにした。 



（３）個人レベルの心理と行動変容 

国内自治体が取り組むインセンティブ付与事業をとおし、個人レベルでの意識と行動の関係性

を調査した。対象事業は、スマホアプリ等をとおし、個人の健康関連行動に対するポイントや景

品を付与するものである。実際の行動のみならず、行動変容ステージや、自己決定論に基づいた

動機タイプ、そして住民特性を、アプリもしくは紙面で、定期的にアンケート調査を実施するこ

とで観測した。因子分析とクラスター分析により各参加者の動機付けをタイプ分けし、事業遂行

中の行動変容と合わせて回帰分析した。 

 

（４）自然・社会環境の変化への適応 

気候変動等による自然環境の変化や、開発による社会環境の変化に対する住民の適応状況を、フ

ィリピンの山間部および島嶼部で調査した。ヒアリングやフォーカスグループディスカッショ

ンは、農業、漁業、観光業、行政官や大学教員など、様々な分野のステークホルダー延べ 133 名

を対象に実施した。 

 

４．研究成果 

 

（１）自然及び社会環境と人間心理・行動との関係性（①） 

アンケート結果を用いた SEM 分析により、自然環境が、直接的、また、土地への愛着（Place 

Attachment）や対人関係（Social Capital）を介し、人の幸福感に寄与していることを確認し、

自然環境の保護においては、自然中心的な自然観を持った人々が、その自然環境を維持管理して

いることを明らかにした。 

 

 

 

図 1 自然・社会環境と人間の福利との関係性を示した構造方程式モデルの検証結果（①） 
人間の自然観が自然環境に寄与し、その自然環境が対人関係や土地への愛着を介して人間の福
利に寄与している．これらの影響が、収入等の影響よりも相対的に大きいことも示されている。



（２）自然に関する人々の価値観 

多様な価値観を把握するために開発したグレー文献のレビュー方法論は、今後の応用ポテンシ

ャルを示した（②）。また、用語の定義（図２）を含め、レビューした各項目において、学術文

献との違いが顕著であり、今後様々な知見の整理や収集において注視する必要性が示された。 

両文献から抽出した 460 のシナリオを分析した結果、持続可能で公平な将来像に至るシナリオ

では、自然の様々な価値がバランスよく考慮されていることが明らかになった（③・図 3）。主

執筆者（第 5章：④）を務めた Values Assessment（⑤・政策決定者向け要約（和訳監修）：⑥）

は IPBES 総会にて承認され、Transformative Change Assessment（2021-）の主執筆者（第 1章）

としても選抜された。 

 

（３）個人レベルの心理と行動変容（⑦） 

参加動機を自己決定論に基づいてタイプ分けし、各参加者の行動変容を分析した結果、自己

決定論の理論に反し、内発的動機付けの強いタイプよりも、外発的動機づけの強いタイプの

方が活発的である実態が判明した。分析結果を事業運営者にフィードバックすることで、更な

る行動変容に寄与すべく事業展開への助言を行った。 

 

図 ３ シナリオアーキタイプにおける自然や自然のもたらすものの価値（③） 
学術・グレー文献より抽出した 460 の将来シナリオ上で重視されていた、自然や自然のもたらす
ものの価値。空白は、その価値が考慮されていなかったことを、色付けは多ければ多いほど、そ
の価値が顕著であったことを示す。 

図 2 グレー文献と学術文献における「価値（value）」（②）
目標、重要性、優先順位、原則、と複数の概念がある中、文献
による用語の用い方に差異がみられた。 



（４）自然・社会環境の変化への適応（⑧） 

フィールド調査により、異常気象などの自然災害や、開発などによる急な自然・社会環境の変化

への適応の課題が明らかになった。また、環境保全や開発などに関する政策の実施をはじめとし

た多くの優先課題が、顕著な気候変動の影響以前から実在していながら、近年の気候変動の影響

により、深刻化している状況も浮き彫りになった。脆弱性の高い、多くの発展途上国で懸念され

るこの実態を受け、本研究を通して構築したネットワークをはじめとする国際共同研究への足

掛かりを得た。 
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